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令和七年度 大豆戸地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性

菊名地区の人口・世帯数は増加し、特に大豆戸町、新横浜１丁目では新しいマンションの
建設が進み、今後も人口、世帯数が増加していくことが見込まれます。また、後期高齢者
を中心に高齢者が増加傾向が続いています。大倉山地区は人口・世帯数は緩やかに増
加し、２０歳代の転入や６歳未満の子供のいる世帯が増えています。高齢者は今後２０年
間で現在の１．５倍近くになる見通しです。昨年より徐々に地域行事の再開がされていま
すが、外出の機会や人との関わりが少なくなり、住民同士が支えあいが希薄となってし
まったコロナ禍の影響が引き続き残っています。地域住民と協力して誰もが、住み慣れた
地域で安心した生活が送れる地域づくりを目指していきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

認知症になっても、本人らしく可能な限り地域で暮らせる体制を整える。
チームオレンジモデル事業に参加、既存の地域活動を活かしながら、認知症の人が役割を持って参加しやすい環境
づくりや認知症の見守りサポート体制づくりを進めていきます。

多様で柔軟な生活支援のある地域づくりに取り組む。
高齢者、子供・子育て、障害を持つ方等誰でもが暮らしやすい地域にしていくために、サロン支援、ボランティア育
成、交流の場、居場所づくりを行う。

住み慣れた地域で元気に暮らせる方が多い地域づくりに取り組む。
データ分析、地域分析を進めながら、介護予防・重度化予防の強化及び自立に向けた支援を図る。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

利用
料金

令和七年度大豆戸地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

日頃より地域ケアプラザ職員として公正・中立な立場
でお客様、ご家族の声を聞き意向を尊重した対応を
心がけます。お客様のご希望を丁寧に伺い適切な情
報を相談者に提供できるように、最新の地域情報の
収集に努めます。お客様アンケートの結果を振り返
り、真摯に受け止め、所内で今後の対応ついて検討
を行い、更なる対応の改善につなげていきます。

公正・中立性の確保について コンプライアンス等への対応について
（事故報告、個人情報保護、備品管理簿）

個人情報の取り扱いについては、定期的な研修の実
施と共に、法人共通ルール、さらに具体的な所内
ルールが遵守されているか、作業状況を管理者が確
認すると共に、漏洩防止に向けた注意喚起を行いま
す。さらに、法人主催で実施される全職員対象の個
人情報保護研修を受講し、所内職員全員に管理者
が伝達研修を実施します。事故の発生時は速やかに
対処するとともに、関係機関へ適切な報告を行いま
す。事故原因の検証、防止に向けての検討を行い、
各職種の会議内で振り返りを行い再発防止に努めま
す。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

①適切なアセスメント及び自立支援に資するケアプラ
ン作成
②幅広い選択肢からの適切なサービス利用の選択
③居宅介護支援事業所・委託時の関与・支援
④インフォーマルサービス、関係機関、所内連携の
強化

【その他料金】

居宅介護支援事業

①各ケアマネが逓減性の適用件数の上限まで受け
持ち、さらに困難ケースを積極的に担当する
②地域の方々が住み慣れた地域で自立した生活が
送れるようインフォーマルサービスの活用や地域とつ
ながりを意識したケアプランの作成に努め、最新の地
域活動や社会資源の情報収集に務める。
③事業実施に当たり、行政機関、地域の保健・医療・
福祉・サービス事業所・民生委員・ボランティアグ
ループ等と密接な連携を図る。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額



目標

実施
体制

職員
体制

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【管理者】
1名（常勤兼務）
【生活相談員】
４名（常勤兼務１名/非常勤兼務４
名）
【看護職員】
７名（非常勤兼務）
【介護職員】
21名（非常勤兼務）
【機能訓練指導員】
７名（非常勤兼務）

【管理者】
1名（常勤兼務）
【生活相談員】
４名（常勤兼務1名/非常勤兼務4
名）
【看護職員】
７名（非常勤兼務）
【介護職員】
１６名（常勤兼務１名/非常勤専従
２名/非常勤兼務１３名）
【機能訓練指導員】
７名（非常勤兼務）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】
食費800円

【実施日数】
310日
【提供時間】
７時間以上８時間未満
【定員】
41名

【実施日数】
310日
【提供時間】
７時間以上８時間未満
【定員】
12名

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】
食費800円

・一日平均利用人数28.5人、営業
日310日、年間目標利用人数8,835
人を目指す。サービス内容の周
知、ケアマネジャーとの関係性を深
めるため営業活動を行う。
・ご利用されるお客様の満足を第
一に考えたサービス提供を心がけ
る。
・地域のボランティアさんの受け入
れを積極的に行い、季節感のある
美味しいお食事の提供、季節のお
風呂などプログラムの充実を図る。

・一日平均利用人数7.5人、営業日
310日、年間目標利用人数2,325人
を目指す。営業活動ではケアマネ
ジャーへ事業の特徴を伝えニーズ
に合ったお客様の受け入れを行っ
ていく。
・脳の活性化につながる特徴ある
プログラムを提供する。
・会議では、お客様対応について
情報を共有し、個々のニーズに
合ったプログラムの提供に努める。
・個々のお客様のご利用目的を意
識した個別対応を行う。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

18,807,501 0 18,807,501 0 18,807,501

18,807,501 18,807,501 18,807,501

0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 コピー代収入

0 0 自販機目的外使用料

0 0 公衆電話収入

4,694,500 4,694,500 4,694,500

23,502,001 0 23,502,001 0 23,502,001

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

15,871,132 0 15,871,132 0 15,871,132
法人本部経費含まず

11,646,828 11,646,828 11,646,828 職員給与、非常勤給与

1,524,902 1,524,902 1,524,902 社会保険料、労働保険料

2,354,016 2,354,016 2,354,016 超勤手当、賞与、通勤費他

42,625 42,625 42,625 健康診断料

7,512 7,512 7,512 ハマふれんど

289,249 289,249 289,249 退職共済掛金

6,000 6,000 6,000 インフルエンザ接種補助

440,000 0 440,000 0 440,000
法人本部経費含まず

4,682 4,682 4,682 出張旅費

65,613 65,613 65,613 事務用品、衛生用品

10,000 10,000 10,000 運営協議会、会議開催費

65,038 65,038 65,038 コピーカウント料、印刷代

64,829 64,829 64,829 電話料金、郵送代、インターネット通信費

21,120 0 21,120 0 21,120

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 21,120 21,120 21,120 自動販売機目的外使用料

その他 0 0 0 AED、空気清浄機、玄関マット

0 0 0

0 0 0 住宅地図、書籍

7,671 7,671 7,671 施設賠償責任保険

0 0 0 研修受講料

16,895 16,895 16,895 為替手数料、振込手数料

67,795 67,795 67,795 ソフト使用料、サーバ賃借料、PC再リース料

15,545 15,545 15,545 EBサービス手数料、残高証明書発行手数料

7,500 7,500 7,500 社協年会費、諸会費

0 0 0 0 0

事業所税 0 0 0

消費税 0 0 0

印紙税 0 0 0

その他 0 0 0

93,312 93,312 93,312
給与計算委託、産業医、業務災害総合保険、施設以外の修
繕費、求人広告費、広報費、システム経費

980,000 0 980,000 0 980,000
法人本部経費含まず

980,000 980,000 980,000

0 0

5,736,869 0 5,736,869 0 5,736,869
法人本部経費含まず

3,393,693 3,393,693 3,393,693 水道光熱費

898,409 898,409 898,409 日常清掃

124,932 124,932 124,932 機械警備委託費

1,077,898 0 1,077,898 0 1,077,898

空調衛⽣設備保守 408,256 408,256 408,256 冷温水発生機保守費

消防設備保守 56,788 56,788 56,788 消防設備点検費

電気設備保守 114,573 114,573 114,573 電気設備点検費

害⾍駆除清掃保守 38,805 38,805 38,805 害虫駆除

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 459,476 459,476 459,476 設備巡視点検、自動扉点検、昇降機点検、ばい煙測定

0 0

241,937 241,937 241,937 ごみルート回収経費

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0

0 0

0 0 0 0 0
内
訳 0 0

23,502,001 0 23,502,001 0 23,502,001

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

980,000 0 980,000 0 980,000

△ 980,000 0 △ 980,000 0 △ 980,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 21,120 0 △ 21,120 0 △ 21,120
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

令和７年度　「大豆戸地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料 横浜市より

内
訳
受領額
戻⼊額

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

内
訳

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⼿数料

健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費

内
訳

本俸
社会保険料
⼿当計

図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料

印刷製本費
通信費
使⽤料及び賃借料
内
訳

備品購⼊費

その他

事業費

内
訳
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費

公租公課

内
訳

地域協⼒費

管理費

内
訳

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出

共益費
その他

その他

修繕費
太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

43,359,758 0 43,359,758 0 43,359,758

43,359,758 43,359,758 43,359,758

0

154,000 154,000 154,000 横浜市より
200,000 200,000 200,000 横浜市より

6,150,623 0 6,150,623 0 6,150,623 横浜市より
6,150,623 6,150,623 6,150,623

0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2,814,500 2,814,500 2,814,500

52,678,881 0 52,678,881 0 52,678,881

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

47,606,881 0 47,606,881 0 47,606,881
法人本部経費含まず

25,874,333 25,874,333 25,874,333 職員給与、非常勤給与

6,528,562 6,528,562 6,528,562 社会保険料、労働保険料

14,106,150 14,106,150 14,106,150 超勤手当、賞与、通勤費他

53,075 53,075 53,075 健康診断料

40,512 40,512 40,512 ハマふれんど

1,001,249 1,001,249 1,001,249 退職共済掛金

3,000 3,000 3,000 インフルエンザ接種補助

750,720 0 750,720 0 750,720
法人本部経費含まず

15,819 15,819 15,819 出張旅費

56,714 56,714 56,714 事務用品、衛生用品

0 0 0 運営協議会、会議開催費

85,957 85,957 85,957 コピーカウント料、印刷代

216,805 216,805 216,805 電話料金、郵送代、インターネット通信費

40,536 0 40,536 0 40,536

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 40,536 40,536 40,536 AED、空気清浄機、玄関マット

0 0 0

0 0 0

7,671 7,671 7,671 施設賠償責任保険

0 0 0 研修受講料

20,895 20,895 20,895 為替手数料、振込手数料

137,930 137,930 137,930 ソフト使用料、サーバ賃借料、PC再リース料

15,545 15,545 15,545 EBサービス手数料、残高証明書発行手数料

25,500 25,500 25,500 社協年会費、諸会費

0 0 0 0 0

事業所税 0 0

消費税 0 0

印紙税 0 0

その他 0 0

127,348 127,348 127,348
給与計算委託、産業医、業務災害総合保険、施設以
外の修繕費、求人広告費、広報費、システム経費

2,755,280 0 2,755,280 0 2,755,280
法人本部経費含まず

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

1,450,000 1,450,000 1,450,000

154,000 154,000 154,000

200,000 200,000 200,000

321,280 321,280 321,280

0 0

1,440,000 0 1,440,000 0 1,440,000
法人本部経費含まず

857,425 857,425 857,425 水道光熱費

131,220 131,220 131,220 日常清掃

33,209 33,209 33,209 機械警備委託費

342,543 0 342,543 0 342,543

空調衛⽣設備保守 122,543 122,543 122,543 冷温水発生機保守費

消防設備保守 80,095 80,095 80,095 消防設備点検費

電気設備保守 28,455 28,455 28,455 電気設備点検費

害⾍駆除清掃保守 9,315 9,315 9,315 害虫駆除

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 102,135 102,135 102,135
設備巡視点検、自動扉点検、昇降機点検、ばい煙測
定

0 0 0

75,603 75,603 75,603 ルート回収経費

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0 法人本部経費含まず
内
訳 0 0

52,678,881 0 52,678,881 0 52,678,881

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2,125,280 0 2,125,280 0 2,125,280

△ 2,125,280 0 △ 2,125,280 0 △ 2,125,280

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費

管理費

内
訳

内
訳

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】

その他

事業費

内
訳

その他

振込⼿数料
リース料
⼿数料

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】

雑⼊

その他

内
訳

印刷代
⾃動販売機⼿数料

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

指定管理料【チームオレンジ】

横浜市より

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】

内
訳
受領額
戻⼊額

指定管理料【⽣活⽀援】

令和７年度　「大豆戸地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科⽬

指定管理料【包括】

指定管理料【介護予防】

内
訳
受領額
戻⼊額

使⽤料及び賃借料

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

備品購⼊費

内
訳

公租公課

図書購⼊費
施設賠償責任保険

共益費
その他

内
訳

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

地域協⼒費

職員等研修費

事務費



令和７年４月１日～令和８年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

28,768 28,768 54,628 54,628 100,025 100,025 38,919 38,919

0 0 0 2,581 0 2,581 1 0 1 0 0 0

受託事業収入 0 0 0 0 0 0 0 0

認定調査委託料 0 0 392 392 0 0 0 0

原案作成委託料 0 0 2,189 2,189 0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0 1 1 0 0

28,768 0 28,768 57,209 0 57,209 100,026 0 100,026 38,919 0 38,919

7,776 7,776 36,126 36,126 75,394 75,394 30,340 30,340

13,500 13,500 2,052 2,052 7,364 7,364 2,173 2,173

0 0 0 0 9,163 9,163 2,791 2,791

0 0 0 0 6,989 6,989 1,906 1,906

3,500 0 3,500 14,452 0 14,452 1,116 0 1,116 1,709 0 1,709

消費税 0 0 412 412 149 149 26 26

本部繰入金 3,500 3,500 14,040 14,040 967 967 1,683 1,683

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

24,776 0 24,776 52,630 0 52,630 100,026 0 100,026 38,919 0 38,919

3,992 0 3,992 4,579 0 4,579 0 0 0 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和７年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：大豆戸地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 認知症対応型通所介護



大豆戸地域ケアプラザ

1 はぐはぐ・たいむ 令和５年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

養育者と乳幼児への子育て支援、参加者
同士の交流

３：養育者及
び乳幼児

・奇数月第１水曜10:30～11:30
 偶数月第4月曜13:30～14:30
・参加者同士のグループトークを中心に、
支援者からのアドバイスや手遊び等を実
施。

2 まめっこくらぶ 平成２９年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

養育者と乳幼児への子育て支援、参加者
同士の交流

３：養育者及
び乳幼児

・毎月第2水曜10:30～11:30（8月休み）
・グループトーク、読み聞かせ、紙芝居
等、レクリエーションを実施

3 まめっこ・ぷれいるーむ 令和５年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

養育者と乳幼児への子育て支援、参加者
同士の交流

３：養育者及
び乳幼児

・毎月第２・４火曜10:00～11:30
・地域ケアルームを出入り自由のプレイ
ルームをして開放する

4 こども将棋教室 令和元年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

将棋を通して、小学生とボランティア（シニ
ア）の異世代交流を図る

４：子ども・青
少年

1
・毎月第2・4水曜15:30～17:00（夏休み・冬
休み・春休みは開催なし）

5 将棋サロン 令和４年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

将棋を通した地域住民同士の交流の場 １：高齢者 ４・５ ・毎月第4水曜13:00～15:00

6
きんにく貯筋～音に合わせて
Let's筋トレ～

令和５年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

世代問わず、地域住民が気軽に参加でき
る健康づくりの講座として開催する。参加
者同士の交流や元気なうちからケアプラ
ザに繋がれる場とする

１：高齢者 5

・毎月第２・４金曜15:15～16:30
・サーキットトレーニングを取り入れ、参加
者同士で交流を交えながら、健康づくりを
してゆく。

7
季節を楽しむ
自然あそび

令和３年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

同じ地域で生活をする家族同士の交流を
図る

３：養育者及
び乳幼児

4
・4,5,9,11,1,2月の第4日曜10:00～11:30
・エリア内の公園を会場に、季節の植物観
察や木の実を使った工作を行う

8 旅する子どもアトリエ 令和５年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

未就学～小学生の障がい児の余暇活動
の一環として、美術・工作活動を行う。
子どもたちや保護者へ向けて、ケアプラザ
周知を行う。

２：障害児・
者

・6,9,11,2月
　第2土曜日１０：００～１２：００

9 春の健康測定会 令和5年度
４：共催（１と
２）

１：優先的に
取り組み

ケアプラザ貸館利用者、事業参加者を対
象に健康測定会を実施し、結果をフィード
バックすることで自主事業、団体の活動参
加を促していく。

１：高齢者 5 5/30(金)①10:00～②11:00～

10 スリーAまめど 平成29年度
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

あかるく、頭をつかって、あきらめないを
モットーに認知症予防の場を地域に提供
をしていく。 １：高齢者 5

脳トレ、体操、ゲームを実施
毎月第2（金）10：00～11：30

11 まめゆるーむ 平成26年度
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

身体を動かし介護予防をしていただく機会
を作る。月に1回集まることで交流の場に
繋がる １：高齢者 5

セラバンドを使い、座ったままできる体操
毎月第４（木）10:00～11:30

12 まめどのサロン 平成29年度
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

地域住民が好きな事をきっかけに外に出
る機会を作る。また、地域住民同士の交
流の場として開催する。 １：高齢者 5

麻雀、囲碁、絵手紙、折り紙、習字、切り
絵（奇数月のみ）を開催
毎月第４（日）13:30～15:00

13 歌って元気IN大豆戸 平成30年度
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

歌を通して、楽しみや心に張りを持つこと
ができる。

１：高齢者 5
ギター演奏に合わせて、昔の童謡、歌謡
曲を歌う
2か月に1回　第2水曜日13：15～14：30

14 まめど歌声プラザ 平成29年度
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

歌を通して、地域の方が外出をする機会
を作る。

１：高齢者 5

昔の童謡、歌謡曲をうたう
今年度は6/21（土）、9/20（土）、11/29
（土）
3/21（土）13:00～14:30

15 いきいき美容教室 令和7年度
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

資生堂ジャパンのスタッフ進行のもとセル
フメイクを体験。「化粧のちから」を伝え、
心身の健康につなげる美容講座。 １：高齢者 6/24（火）10：00～11：00

16 介護者のつどい 令和4年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

介護者同士のピアカウンセリングの場とし
て提供する。

５：地域
介護者の日頃の悩みや想いを発する居
場所の提供・毎月第4水曜日AM10:00～
11:30

17 楽トレ講座 令和3年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

他者交流や運動の機会の少なかった高
齢者に対し、全身ストレッチや脳トレを交
えながらフレイル予防の重要性を伝える。 １：高齢者 1.5

ストレッチ、脳トレ、筋トレなどを総合的に
行う。　毎月第三日曜　１３：３０～１５：００

18 行政書士　無料相談会 平成24年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

ニーズの高い遺言、相続、成年後見制度
のご相談のツールの一つとなってもらう。
相談者に具体的なアドバイスをする事に
より、必要な権利擁護へ結びつける。

５：地域 5/10(土) 10:00～11:30

令和七年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

19
前期GOGO健康フレイル予防
講座

令和7年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

今まで講座や事業に参加してこなかった
男性に向けて、フレイル予防の講座を
行っていく。講座をきっかけにフレイル予
防に対して関心を持ち、日常にフレイル予
防を取り入れることができるようになる。

１：高齢者 1.5
6/2、6/9、6/23、6/30
10：00～11：30、大豆戸地域ケアプラザ多
目的ホール

20
後期GOGO健康フレイル予防
講座

令和7年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

今まで講座や事業に参加してこなかった
男性に向けて、フレイル予防の講座を
行っていく。講座をきっかけにフレイル予
防に対して関心を持ち、日常にフレイル予
防を取り入れることができるようになる。

１：高齢者 1.5
9/8，9/24、10/2、10/13
10：00～11：30　大綱中学校コミュニティハ
ウス
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